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Coxの比例ハザード法（12変数）Boagモデルとの比較用［COX］の使用方法
はじめに
［COX］の使用方法を天理よろづ相談所病院での胃癌データ［GC_TENRI.xls］を利用して解
説します。
データの内容は［共通解説］を参照して下さい。

１．起動とメニュー画面（COX Menu）の表示
１）�StatMate�Vのメインメニューから，サブメニュー「生存率」，続いてCoxの比例ハザード法
（12変数）Boagモデルとの比較用［COX］をクリックします。

２）メニュー画面［COX�Menu］が表示されます（図１）。
　　各Stepの意味については，右側の簡単な説明をご覧下さい。

２．StepⅠ 分析データの選択
１）「Step�I�Select�Data�File」をクリックします。
　　
２）�［Browse］をクリックして，「StatMateV」フォルダー内にある［GC_TENRI.xls］を選択し
ます。�

３）�ファイルを選択すると，エクセルデータのシート名の確認画面が表示されますので，［OK］
をクリックして下さい。Survival�Data�fileに選択したファイル名が表示されます。

４）� �でメニューに戻ります（図２）。（「Go�to�Step�II」で次のStepに進むことができま
す。）

図１　Coxのメニュー画面［Cox Menu］

図２

① 分析する
データファ
イルを選択。
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３．StepⅡ 分析する変数の選択
１）「Step�II�Enter�Survival�Variable�Numbers�and�Outcome�Codes」をクリックします。
　　
２）�回帰係数を求めるための必須項目（変数）を入力します。
　　�必須項目とは，生存期間と転帰の２つで，項目番号（Variable�Number）を入力します。読

み込んだデータファイルでの項目番号と項目名を参考にして下さい。例題では，あらかじめ
項目番号が入力されます。

３）�転帰コードの番号を入力します。
　　�転帰には，「癌死，死因不明，他病死，打ち切り=生存中，治療関連死，再発で生存中」の
６つのカテゴリーがあります。それぞれの数値（コード）を入力します。

４）�転帰を，「癌死」か「打ち切り=生存中」のいずれかに集約します。
　　�対応する右の枠に，癌死は「1」，打ち切り・生存中は「0」を入力します。「1」か「0」の入
力がなければデータは除外されます。

　　�呈示例（GC_TENRI.xls） では，生存期間と転帰は16・15， 転帰コードは0・1・2・3・4・
9999，対応する右枠には，集約された転帰（1・空・0・0・空・空）を自動入力します。なお，
そのカテゴリーに属する患者が一人もいなくても，形式的にコードを決めておきます。呈示例
では「9999」としています。

５）� �でメニューに戻ります（図３）。（「Go�to�Step�III」で次のStepに進むことができ
ます。）

① ２個の必須項目を入力する
　（呈示例は既入力）。

選択した分析用データファイルの，変数番号，
変数名，最小～最大値が表示される。

② アウトカムの６つの
カテゴリー番号を入
力する。

図３
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４．Step Ⅲ 回帰係数を求める予後因子の項目番号の選択
１）「Step�III�Select�Predictor�Variables」をクリックします。
　　
２）表の白色セルに回帰分析する予測因子の項目番号を入力します。
　　�呈示例（GC_TENRI.xls）では，項目番号（９：T），�microscopic�depth�of�invasionかつ項目

番号（14：N），�microscopic�nodal�metastasisを選択しています。
３） �でメニューに戻ります（図４）。

５．Step Ⅳ Coxパラメーターの計算
１）「Step�IV�Estimate�Parameters」をクリックします。
　　
２）�クリックすることにより計算が開始され，分析の結果（Rsults）に値がセットされます（図
５）。

① 分析する予測因子の項目番
号を選びます。

① 分析を開始します。

図４

図５
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６．Step Ⅴ 計算結果と統計量の表示
１）「Step�V�Results」をクリックします。
　　
２）�選択した予後因子に対する回帰係数，ハザート比とその信頼区間，P値などの統計値および
最大対数尤度などが表示されます。

　　結果は［Print�Out］で印刷できます。
３）� �でメニューに戻ります（図６）。
　　�「Step�VI�Exit」をクリックして分析を終了します（図７）。（結果を保存せずに終了となり
ます。）

図６

図７
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